


















伝搬測定結果のまとめ 
• 飛行高度20mから150mに設定した小型無人機（回転型）を用いて、平坦な場所
（地面は土）において、最大3㎞までの距離で2GHz帯と5GHz帯の減衰特性を測定
した。 

• 2GHz帯、5GHz帯ともに、小型無人機と地上局間距離を3kmまで延長してもほぼ
自由空間損失モデル理論値（アンテナパターン補正後）と一致していることを確
認した。 

• ただし、距離によっては理論値との差が大きい場合があり、その原因については
引き続き調査中。 

• また、5GHz帯では、海抜400mの地点において対地高度150m未満で飛行した小
型無人機からの送信信号を7km離れた地上局いおいて-85dBm程度で受信可能で
あることを確認した。 

• 2GHz帯実験試験局を用いて小型無人機から映像（VGA、30fps動画）を地上局に
伝送し、1km離れても映像に劣化は見られないこと確認した。 
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